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か
け
が
え
の
な
い
多
く
の
も
の
を
一
瞬
に
し
て
奪
い
、

深
い
傷
跡
を
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
に
残
し
た
新
潟
県
中
越
大
震
災
。

長
岡
市
で
は
、
28
名
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
か
つ
て
体
験
し
た
こ
と
の
な
い

大
き
な
揺
れ
に
崩
落
す
る
山
々
、
割
れ
る
田
畑
、
寸
断
さ
れ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
…
。

私
た
ち
は
、
自
然
が
持
つ
強
大
な
力
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
10
年
。

助
け
合
い
、励
ま
し
合
い
な
が
ら
、幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た「
市
民
の
力
」は
、

自
然
の
力
に
負
け
な
い
く
ら
い
に
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

全
国
か
ら
の
支
援
に
感
謝

地
震
発
生
直
後
か
ら
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
応
援
や
心
温
ま
る
激
励
を
い
た
だ
き
、

感
激
で
感
謝
の
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。

全
国
か
ら
訪
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
出
会
い
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
絆
が
生
ま
れ
、
実
り
あ
る
交
流
と
し
て
根
を
下
ろ
し
て
い
ま
す
。

外
と
の
交
流
を
通
じ
て
、

先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
や
文
化
、
美
し
い
自
然
や
助
け
合
い
の
精
神
が
、

長
岡
の
大
切
な
宝
物
で
あ
る
こ
と
も
私
た
ち
に
気
付
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

 「
市
民
力
」
に
よ
る
復
興

中
山
間
地
域
を
支
え
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
グ
ル
ー
プ
、
地
域
復
興
支
援
員
の
活
動
が

展
開
さ
れ
、
共
助
で
支
え
合
う
元
気
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
誕
生
し
ま
し
た
。

長
岡
市
の
復
興
は
、「
帰
ろ
う
山
古
志
へ
！
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
や

「
震
災
復
興
祈
願
花
火
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」
の
打
ち
上
げ
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

ふ
る
さ
と
を
想
う
住
民
の
強
い
気
持
ち
が
原
動
力
と
な
っ
て
、

市
民
自
ら
の
力
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
復
興
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
復
興
へ
の
決
意

復
興
10
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
支
援
へ
の
感
謝
、
復
興
へ
の
誓
い
、
明
日
へ
の
希
望
、

そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
込
め
、
さ
ら
な
る
復
興
へ
向
け
邁ま

い

進し
ん

し
て
ま
い
り
ま
す
。

私
た
ち
の
経
験
や
教
訓
が
、
東
北
を
は
じ
め
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
全
国
の
被
災
地
の

役
に
立
て
る
よ
う
力
を
尽
く
し
、
こ
こ
に
決
意
を
新
た
に
す
る
も
の
で
す
。

忘
れ
な
い
、
明
日
の
た
め
に
。
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
岡
市
長

感
謝
の
想
い
、
さ
ら
な
る
復
興
へ
向
け

　

全
国
の
被
災
地
へ

希
望
の
光
を
届
け
た
い

忘れない、明日のために。
復興10年　たくましく前へ、長岡
目 次　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ２  市長メッセージ
 ４  中越大震災　被害状況
 ６  復興への道
 　10年の歩み／インタビュー
14  そのさきの未来へ
16  10月復興イベント フェニックスプロジェクト



市政だより特集号　2014.10.１5

突
然
奪
わ
れ
た
日
常

巨
大
地

巨
大
地
震
発
生
。

発
生
。

平
成
平
成
1616
年年
1010
月月
2323
日
㈯
日
㈯  

1717
時時
5656
分分

長岡 中之島 越路 三島 山古志 小国 和島 栃尾 与板 寺泊 川口 計

人的被害
死者 人 12 0 3 0 5 1 0 1 0 0 6 28 

負傷者 人 2,108 18 93 8 25 24 3 92 4 1 62 2,438 

建物被害

全壊 棟 927 0 152 3 339 125 0 45 0 0 606 2,197 

大規模半壊 棟 919 2 129 0 74 124 0 60 1 2 146 1,457 

半壊 棟 4,954 24 705 25 223 520 0 240 5 12 344 7,052 

一部損壊 棟 42,681 2,573 2,660 1,677 111 1,173 305 5,781 995 586 297 58,839 

その他被害

道路・河川等 カ所 4,543 26 105 4 213 256 86 122 0 39 236 5,630 

林道・農道等 カ所 404 7 221 0 182 66 0 175 0 1 37 1,093 

農地 カ所 195 12 183 0 525 16 20 276 2 0 128 1,357 

農業施設 カ所 2,397 26 115 0 1,752 64 37 291 0 1 104 4,787 

避難者数（最高時） 人 50,100
※
 959 2,922 560 (2,167) 1,803 77 2,082 335 81 5,692 64,611 

火災発生（震災発災時） 件 5 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 7 

※※山古志村の全村避難2,167人を含む山古志村の全村避難2,167人を含む

各地域に甚大な被害　主な被害状況 M ６. ８、最大震度７の激震

市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
道
路
に
亀
裂
・
陥
没

市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
道
路
に
亀
裂
・
陥
没

家
の
地
盤
が
大
き
く
沈
下
（
東
片
貝
町
）

家
の
地
盤
が
大
き
く
沈
下
（
東
片
貝
町
）

男
の
子
が
奇
跡
的
に
救
出
さ

男
の
子
が
奇
跡
的
に
救
出
さ

れ
、
２
人
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
、
２
人
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
た
妙
見
町
の
土
砂
崩
れ
現

れ
た
妙
見
町
の
土
砂
崩
れ
現

場
（
写
真

場
（
写
真  

東
京
消
防
庁
撮
影
）

東
京
消
防
庁
撮
影
）

脱線した上越新幹線の車両脱線した上越新幹線の車両

被害の大きかった高町団地被害の大きかった高町団地

発生時刻で止まった時計発生時刻で止まった時計柱が倒れ物が散乱する住宅内柱が倒れ物が散乱する住宅内浮き出たマンホール浮き出たマンホール

激震が襲った川口地域激震が襲った川口地域

天井材が落下した天井材が落下した
市民体育館（学校町）市民体育館（学校町）

救急車の隊列救急車の隊列
（栃尾地域）（栃尾地域）

全国から届いた多数の救援物資全国から届いた多数の救援物資

（旧長岡市役所庁舎）（旧長岡市役所庁舎）県外からも多数のボランティア県外からも多数のボランティア孤立集落から自衛隊ヘリで救出孤立集落から自衛隊ヘリで救出

自衛隊の協力で一時帰村（山古志楢木）自衛隊の協力で一時帰村（山古志楢木） 最高時で６万４千人が避難生活最高時で６万４千人が避難生活

小国 法末小国 法末栃尾 本津川栃尾 本津川

余震の恐怖から車やテントで余震の恐怖から車やテントで
夜を過ごす（旧田麦山小避難所）夜を過ごす（旧田麦山小避難所）

大量の土砂が川をせき止め、大量の土砂が川をせき止め、
天然ダムが発生（山古志木篭）天然ダムが発生（山古志木篭）

牛舎下の斜面が崩落（山古志南平）牛舎下の斜面が崩落（山古志南平）
地域内では多くの牛も犠牲に地域内では多くの牛も犠牲に

羽黒トンネル桂谷側で羽黒トンネル桂谷側で
大規模な地すべり（山古志）大規模な地すべり（山古志）

心が癒やされた心が癒やされた
ボランティアによる炊き出しボランティアによる炊き出し

震災直後の災害対策本部会議震災直後の災害対策本部会議

（旧長岡市消防本部）（旧長岡市消防本部）

大
地
が
震
え
、
割
れ
た

新潟市

三条市
出雲崎町

刈羽村

柏崎市
小千谷市

十日町市

津南町

上越市

南魚沼市

魚沼市

見附市

長岡市
M6.8

震度分布図 震度 4 5弱 5強 6弱 6強 7

出典：気象庁ホームページ「推計震度分布図【平成出典：気象庁ホームページ「推計震度分布図【平成
16年（2004年）新潟県中越地震】2004年10月2316年（2004年）新潟県中越地震】2004年10月23
日17時56分 新潟県中越地方 M6.8」もとに作成日17時56分 新潟県中越地方 M6.8」もとに作成

■■各地の震度（本震）各地の震度（本震）

同日18時11分、18時34分には最大震度６強同日18時11分、18時34分には最大震度６強
の余震。本震から１年間で震度５以上の余震の余震。本震から１年間で震度５以上の余震
は18回、震度１以上は960回にも及びました。は18回、震度１以上は960回にも及びました。

■■長期間続いた余震長期間続いた余震

道が消えた

忘れない、明日のために。忘れない、明日のために。
復興10年　たくましく前へ、長岡

救助
　避難
全国から支援

震度７ 川口

震度６強 山古志、小国

震度６弱 長岡、栃尾、三島、越路

震度５強 中之島、与板、和島

震度４ 寺泊

崩崩
壊壊  

寸寸
断断  

支
援
支
援
のの
手手

崩れた山々
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忘れない、明日のために。
復興10年　たくましく前へ、長岡

 

平
成
16
年
（
２
０
０
４
年
）

10
月

　

23　
中
越
大
震
災
発
生
。
災
害
対

策
本
部
設
置
。
各
地
区
に

避
難
所
を
開
設

　

24　

長
岡
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ　
　
　

ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置

　

25　

山
古
志
村
が
全
村
避
難

　

27　

長
岡
市
千
歳
な
ど
で
仮
設　
　
　

住
宅
の
建
設
始
ま
る
1

　

28　

被
災
住
宅
相
談
窓
口
を
開
設

　

29　

山
古
志
村
へ
の
一
時
帰
村
随

時
開
始

11
月

　

４　

長
岡
市
の
小
・
中
学
校
が
授

業
を
再
開
（
一
部
は
８
日
）。

太
田
小
・
中
は
前
川
小
で
、

山
古
志
小
・
中
は
阪
之
上

小
、
南
中
で
再
開
。
中
野
俣

小
は
西
谷
小
、
東
谷
小
は
栃

尾
南
小
で
再
開

　

６　

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
お
見
舞

い
で
長
岡
市
・
川
口
町
に
2

　

24　

長
岡
市
と
小
国
町
で
仮
設
住

宅
へ
の
入
居
始
ま
る
（
栃
尾

市
は
11
月
27
日
、
川
口
町
は

12
月
２
日
、
越
路
町
は
12
月

７
日
か
ら
）

12
月

　

１　

激
甚
災
害
の
指
定
を

受
け
る

　

８　

全
国
初
、
仮
設
住
宅

敷
地
内
に
在
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
施
設
「
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
千

歳
」
開
設

　

23　

山
古
志
村
の
仮
設
住
宅
入
村
式

　

28　

上
越
新
幹
線
全
線
で
運
転
再
開

　

30　

栃
尾
市
仮
設
住
宅
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
年
越
し

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

31　

復
興
イ
ベ
ン
ト
「
が
ん
ば

ろ
ね
か
！
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
」
を
開
催

 

平
成
17
年
（
２
０
０
５
年
）

１
月

　

12　

仮
設
住
宅
に
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
初
出
動

２
月

　

１　

19
年
ぶ
り
の
大
雪
（
川
口
町
が
５
日
に
自
衛
隊
に
排

雪
活
動
を
要
請
）
3

　

19　

震
災
復
興
祈
願
祭
「
長
岡
雪
し
か
祭
り
」
と
「
古
志

の
火
祭
り
さ
い
の
神
」
を
開
催

３
月

　

１　

県
が
中
越
大
震
災
復
興
基
金
を
設
立

　

16　

長
岡
市
復
興
委
員
会
を
発
足
。
長
岡
市
復
興
計
画
策

定
へ

４
月

　

１　

長
岡
市
と
中
之
島
町
、
越
路
町
、
三
島
町
、
山
古
志

村
、
小
国
町
が
合
併

　

23　
「
な
が
お
か
復
興
音
楽
祭
」
な
ど
復
興
イ
ベ
ン
ト
開
催

５
月

　

９　

山
古
志
地
域
の
仮
設
住
宅

近
く
に
生
き
が
い
健
康

農
園
を
開
園

６
月

　

４　

花
い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ア
で
仮

設
住
宅
地
内
の
広
場
に

市
民
が
花
植
え
4

７
月

　

５　

災
害
時
に
お
け
る
緊
急
放

送
に
関
す
る
協
定
を
Ｆ
Ｍ
新
潟
と
締
結

　

10　

川
口
町
小
高
地
区
の
住
宅
移
転
決
ま
る

　

15　

り
災
者
公
営
住
宅
（
上
除
町
）
の
建
設
に
着
手

　

22　

山
古
志
地
域
な
ど
の
避
難
指
示
・
勧
告
が
一
部
を
除

き
解
除

８
月

　

２　

長
岡
ま
つ
り
で
震
災
復
興

祈
願
花
火「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」

打
ち
上
げ（
３
日
も
）5
。

平
原
綾
香
さ
ん
、
約
40
万

人
を
前
に「
Jジ
ュ

ピ

タ

ー

u
p
i
ter
」

を
歌
唱
6

※インタビューは公益社団法人中越防災安全推進機構の協力により作成しました※インタビューは公益社団法人中越防災安全推進機構の協力により作成しました
※年表は主な出来事を掲載しています※年表は主な出来事を掲載しています

　仮設住宅の生活の中で、山古志に戻るか、山を下り
て便利な所に住むか、家や高齢者や通学などのことを
考えてみんなが葛藤していました。私は子どもたちの
気持ちが重要だと思い、当時小学生の３人の息子たち
に相談しました。「山古志の学校が再開するけどお前
たちはどちらに住みたいか。長岡に住みたいなら、お
れたちは通いで農業をしてもいいよ」と。迷うだろう
と思っていましたが、３人とも「山に戻る」とほぼ即
答でした。
　山に戻った後の暮らしは不自由もあるけれど、良い
こともあります。子どもたちは「山古志が好き。自分
の故郷だ」と堂々と言ってくれます。それで大人たち
も、「何だかんだ言っても山古志はいいよね」と、愛
着と誇りを持っています。

▲樺澤さんは、ＮＰＯ法人中越防災フ▲樺澤さんは、ＮＰＯ法人中越防災フ
ロンティアでコミュニティバスの運行ロンティアでコミュニティバスの運行
に携わったり、山古志地域委員会委員に携わったり、山古志地域委員会委員
長として地域づくりを検討したりと、長として地域づくりを検討したりと、
山古志の未来に向かって取り組んでい山古志の未来に向かって取り組んでい
ますます

戻ることを選んだのは
　　　　　　　　大人だけではない

山古志に戻り
地域を活性化

樺澤和幸さん

山古志

震
災
を
バ
ネ
に
、
一歩
ず
つ
歩
ん
で
き
た

復
興
へ
の
道 

10
年

支
援
に
感
謝
。

全
力
復
旧12

3
全国から寄せられた応援メッ全国から寄せられた応援メッ
セージ（市民センター）セージ（市民センター）

サッカージーコジャパンサッカージーコジャパン
ドリームチームの選手がドリームチームの選手が
子どもたちを激励（12/子どもたちを激励（12/
３、阪之上小学校）３、阪之上小学校）

46

5

身
に
染
み
た

た
く
さ
ん
の
人
の
温
か
さ

　山野田集落は小国和紙発祥の地で、
盛んだった頃は80世帯以上が住んで
いたんです。昭和63年には小国芸術
村会館もできました。その後産業が
衰退し、地震のときに住んでいたの
は９世帯でした。壊滅的な被害を受
けた山野田にはもう住むことができ
ず、防災集団移転で４世帯が約４㎞
離れた太郎丸に移り、残り５世帯は
長岡の中心部や柏崎に引っ越しました。
　でも集落を放棄したわけではあり
ません。現在も、別荘所有者や約30
年前に転出した人たちと一緒に、年
３回道普請や草刈りをしています。
この町内清掃をしているから旧集落
内を普通に行き来できるんです。通
い農業をしている人は私を含め３人。
集落はまだ生きています。山に行く
だけで落ち着く気持ちを私は大切に
したいです。

　旅館の被害は壊滅的で、私は
もう営業再開は無理だと思いま
した。そんな自分の気持ちとは
裏腹に、周りの方の後押しで旅
館は再開への道を進んで行きま
す。不安の中で準備を進める私
に対して、対応してくれる人の
誰もが前向きなんです。その繰

り返しの中で、「できるかも」と思う
ようになれました。全国から支援して
くださった方、銀行や業者の方、旅館
のスタッフ、地域の人たち…、こんな
に大勢の人に支えてもらっていいのか、
と人の温かさがこれほど身に染みたの
は初めてでした。オープニングセレモ
ニーでたくさんの人と喜びを分かち合
えた感動は忘れられません。
　太田地区では、復興した姿を大勢の
人に見てもらおうと、ブナ林の整備な
ど地区の人の活動が活発になってきて
います。訪れた人たちに、地域の人と
の触れ合いやその土地に根付いている
ものを知ってもらい、ここに住む
「人」を感じてもらうことが私たちの
大切な役目だと思っています。

◀ふるさとへの強い想いが◀ふるさとへの強い想いが
原動力となって活動を続け原動力となって活動を続け
ていますています

▲再開した旅館で宿泊客を迎える▲再開した旅館で宿泊客を迎える
金内さん金内さん

通
い
農
業
と
町
内
清
掃
で

生
き
続
け
る
旧
集
落

震
災
当
時
、
集
落
総
代

江
口
岩
雄
さ
ん

小
国
・
山
野
田

蓬平温泉　旅館常務
金内智子さん

太田・蓬平

←

←
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暮
ら
し
を

も
う
一
度

復
旧
か
ら復

興
へ

復興への道  10年

 

平
成
17
年
（
２
０
０
５
年
）

８
月

　

10　

長
岡
市
復
興
計
画
策
定

　

11　

越
路
地
域
・
西
谷
、
小
国
地
域
・
山
野
田
の
住
宅
移

転
決
ま
る

　

27　
「
復
興
祈
願
と
ち
お
祭
」
開
催
（
28
日
も
）

10
月

　

５　

山
古
志
支
所
現
地
事
務
所
を
開
設

　

12　

栃
尾
地
域
・
半
蔵
金
の
一
部
の
避
難
勧
告
を
解
除

　

23　

中
越
大
震
災
か
ら
１
年
の
追
悼

行
事
を
実
施
7

11
月

　

６　

市
地
震
防
災
訓
練
を
実
施
（
青

葉
台
）

12
月

　

10　

御
山
町
、
濁
沢
町
の
一
部
、
浦
瀬
町
の
一
部
の
避
難

勧
告
を
解
除

　

28　

高
町
、
乙
吉
町
の
避
難
勧
告
を
解
除

 

平
成
18
年
（
２
０
０
６
年
）

１
月

　

１　

長
岡
市
と
和
島
村
、
寺
泊
町
、
栃
尾
市
、
与
板
町
が

合
併

２
月

　

11　

滝
谷
町
、
渡
沢
町
の
一
部
の
避
難
勧
告
を
解
除

　

28　

越
路
地
域
・
西
谷
の
避
難
勧
告
を
一
部
解
除

４
月

　

14　

復
興
住
宅
（
上
除
町
）
の
鍵
を
引
き
渡
し
（
小
国
地　
　
　

域
は
20
日
）

　

25　

浦
瀬
町
、
渡
沢
町
、
越
路
地
域
・
西
谷
の
一
部
の
避

難
勧
告
を
解
除

　

29　

小
国
地
域
・
山
野
田
で
芸
術
村
会
館
が
再
開

７
月

　

14　

民
間
企
業
な
ど
の
７
団
体
と
災
害
時
支
援
協
定
を
締
結

　

22　

中
越
市
民
防
災
安
全
大
学
が
開
校 

11
ペ
ー
ジ

８
月

　

12　

濁
沢
町
、
越
路
地
域
・
西
谷
の
避
難
勧
告
と
、
山
古

志
地
域
・
油
夫
の
避
難

指
示
を
解
除

　

28　

越
路
中
学
校
が
本
校
舎

で
授
業
を
再
開
8

　

30　

村
松
町
の
避
難
勧
告
を

解
除

９
月

　

１　

山
古
志
支
所
を
開
設

（
診
療
所
再
開
は
６
日
）

　

１　

太
田
小
・
中
学
校
が
現

地
で
授
業
再
開

　

３　

山
古
志
地
域
を
通
る
国

道
２
９
１
号
全
線
開
通
9

　

５　

中
越
防
災
安
全
推
進
機

構
が
設
立

　

17　
「
全
国
闘
牛
サ
ミ
ッ
ト

in
長
岡
」。
山
古
志
地

域
で
約
２
年
ぶ
り
に
闘

牛
大
会
を
開
催
10

10
月

　

２　

小
国
中
学
校
が
本
校
舎

で
授
業
再
開

　

23　

中
越
大
震
災
か
ら
２
年

　

30　

山
古
志
小
・
中
学
校
が

地
元
で
授
業
を
再
開

11
月

　

17　

長
岡
市
防
災
会
議
が
長
岡
市
地
域
防
災
計
画
原
案
を

了
承

 

平
成
19
年
（
２
０
０
７
年
）

３
月

　

24　

妙
見
町
の
県
道
開
通
11

　

28　

映
画
「
マ
リ
と
子
犬
の
物
語
」　　
　

撮
影
ス
タ
ー
ト
12

４
月

　

１　

山
古
志
地
域
の
梶
金
・
木
篭
・

大
久
保
・
池
谷
・
楢
木
で
避
難

指
示
解
除
。
震
災
に
よ
る
避
難

指
示
や
避
難
勧
告
は

全
て
解
除
に

　

１　

山
の
暮
ら
し
再
生
機

構
が
設
立

７
月

　

２　

川
口
町
で
町
営
バ
ス

運
行
開
始

　

16　

新
潟
県
中
越
沖
地
震
発
生

10
月

　

10　

下
小
国
小
学
校
が
仮
設
校
舎
で
授
業
再
開

　

１　

川
口
町
で
「
震
災
復
興
お
か
げ
様
感
謝
デ
ー
」
実
施

（
以
降
10
周
年
ま
で
実
施
）

　

23　

中
越
大
震
災

か
ら
３
年
。

「
復
興
の
つ

ど
い
」
で
平

原
綾
香
さ
ん

が
歌
唱

7

集
落
を
元
気
に
し
た

「
や
ま
び
こ
」
の
再
開

　集落で平成２年から宿泊施設
｢法末自然の家 やまびこ｣ を協
力して運営しています。
　建物は廃校となった小学校を
活用し、食事は集落の母ちゃん
たちがつくる田舎料理、昆虫採
集や雪遊びなどのインストラクタ
ーは父ちゃんたちが交代で務めています。
私たちにとって毎日の暮らしに楽しみをも
たらす ｢地域交流の拠点｣ でした。
　それが震災で使用できなくなり、集
落のみんなもほとんどが仮設住宅に入
居しました。それでも集落を元気にし
ようと、｢やまびこ復活｣ を復興の柱に、
震災から１年２カ月後に再開したんで
す。今では年中無休で大変です。でも
孫みたいな子どもと遊んだり、若者に
山のことを教えるのはとても楽しい。
法末で頑張ろうという元気が湧いてく
るんです。
　宿泊者数は地震前に戻り、みんなの
笑顔も戻ってきました。今の目標はそ
の倍の数です。たくさんの人との出会
いが震災前以上に集落に活気をもたら
してくれています。

▶
小
国
地
域
の
友
好
都
市
・
東
京

▶
小
国
地
域
の
友
好
都
市
・
東
京

都
武
蔵
野
市
か
ら
親
子
田
植
え
体

都
武
蔵
野
市
か
ら
親
子
田
植
え
体

験
の
受
け
入
れ

験
の
受
け
入
れ

法末自然の家「やまびこ」
大橋昭司さん

小国・法
ほ う

末
す え

　地域が元気になるために何から手を
付ければいいのかいろいろ考えた結果、
私たちが主導で動くのではなく、地域
の団体に知恵と人材で協力するのがい
いと思い25年前から続けてきました。
地域の団体への協力、連携をさらに強
化したい思いから、震災後に現在のＮ
ＰＯ法人となって活動しています。
　栃尾は歴史文化が数多くある土地で
す。約600人が練り歩く諏訪神社春季
大祭の大名行列の傘ぼこを伝承する伝
承会の設立や人材協力、他地域との交
流、また、栃尾の文化や歴史講演会の
開催などさまざまです。もともと小さ
な祭りだった下来伝の「ほだれ祭」は、
県内外に知られるようになりました。
　祭りを盛り上げることが栃尾の元気
につながります。今後もさらに貴重な
文化の伝承と再発掘に力を注いでいき
たいです。

◀講師を招き、傘ぼこ◀講師を招き、傘ぼこ
の講演会を開催。地域の講演会を開催。地域
の歴史を伝えていますの歴史を伝えています

郷
土
文
化
の
伝
承
・
再
発
掘
で

　

夢
の
あ
る
い
き
い
き
と
し
た
町
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ォ
ー
ラ
ム
栃
尾
熱ネ

ッ

ト都

事
務
局
長
・
佐
藤
昭
さ
ん

栃
尾

8910

11

山古志住民の感謝の気持山古志住民の感謝の気持
ちが込められた歌「ありちが込められた歌「あり
がとう」を合唱（10/21、がとう」を合唱（10/21、
山古志闘牛場）山古志闘牛場）

　被災から３年が過ぎた頃、仲間の茶飲み話
で、闘牛場に来たお客さんにおにぎりやみそ
汁を出したら、思いのほか喜ばれたことが話
題になったんです。「また、あんなことがで
きたらいいね」と盛り上がりました。この茶
飲み話と、お世話になった方々への感謝と、
苦難を乗り越えて私たちは元気でやっている
ことを発信したい気持ちが結び付きました。

これが農家レストラン誕生のきっかけです。
　地元の食材を使った素朴な料理は、来訪者や復旧の工事関係者に喜ばれました。
一流料亭にはない味を求めて何回も来てくれるお客さんもいます。団体のお弁当
やひとり暮らしのお年寄りへの宅配弁当も賄うようになりました。店を始めて母
ちゃんたちは元気になりました。すると父ちゃんや子どもたちも元気になって家
の中が明るくなりました。その上、お客さんにおいしいと言って食べてもらえる。
ここで開業して良かったと思っています。

▲平成20年12月開店。のんびり▲平成20年12月開店。のんびり
と笑顔で地域を支えています。東と笑顔で地域を支えています。東
日本大震災の直後に宮城県南三陸日本大震災の直後に宮城県南三陸
町で炊き出しや岩手県大槌町の復町で炊き出しや岩手県大槌町の復
興食堂と交流するなど市外、県外興食堂と交流するなど市外、県外
との関わりも生まれていますとの関わりも生まれています

母ちゃんたちの ｢ごっつぉ｣ は
恩返しの心のおもてなし

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
多た

菜な

田だ

」

五
十
嵐
な
つ
子
さ
ん

山
古
志
・
虫
亀

忘れない、明日のために。
復興10年　たくましく前へ、長岡

←

12
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教
訓
を活

か
し
て

東
日
本
を支

え
る

復興への道  10年

 

平
成
19
年
（
２
０
０
７
年
）

11
月

　

28　

映
画
「
マ
リ
と
子
犬
の
物
語
」
山
古
志
体
育
館
で
試

写
会
。
平
原
さ
ん
が
主
題
歌「
今
、風
の
中
で
」を
披
露

12
月

　

19　
ホ
テ
ル
サ
ン
ロ
ー
ラ
川
口
の
全
施
設
が
復
旧
し
オ
ー
プ
ン

 

平
成
20
年
（
２
０
０
８
年
）

３
月

　

９　

４
年
ぶ
り
に
「
古
志
の
火
ま
つ
り
」
が
復
活

　

31　

中
越
大
震
災
の
長
岡
市
災
害
対
策
本
部
を
解
散

７
月

　

１　

山
古
志
地
域
の
N
P
Ｏ
法
人
中
越
防
災
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
が
会
員
制
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
開
始

　

30　

中
国
四
川
省
震
災
復
興
日
本
視
察
団
が
長
岡
市
を
訪
問

８
月

　

26　

山
古
志
闘
牛
場
で
「
ト
キ
め
き

新
潟
国
体
」の
炬
火
採
火
式（
10

月
23
日
に
は
川
口
町
の
震
央
で
）

９
月

　

８　

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
長
岡
市
を

ご
訪
問
（
９
日
も
）

10
月

　

23　

中
越
大
震
災
か
ら
４
年

 

平
成
21
年
（
２
０
０
９
年
）

１
月

　

８　

災
害
を
想
定
し
て
改
築
し
た
東

中
学
校
で
授
業
ス
タ
ー
ト
13

８
月

　

１　

石
巻
市
で
ミ
ニ
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
打
ち
上
げ
（
25
年
ま

で
）。「
長
岡
ま
つ
り
前
夜

祭
」
の
大
手
通
り
の
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
ビ
ジ
ョ
ン
で
生

中
継
16

10
月

　

23　

中
越
大
震
災
か
ら
７
年
。

中
越
メ
モ
リ
ア
ル
回
廊
の

３
拠
点
、
３
公
園
が
オ
ー

プ
ン
（
き
お
く
み
ら
い
は

22
日
） 

15
ペ
ー
ジ

 

平
成
24
年
（
２
０
１
２
年
）

１
月

　

10　

災
害
を
想
定
し
て
改
築
し

た
宮
内
中
学
校
で
授
業
ス

タ
ー
ト

４
月

　

１　

ア
オ
ー
レ
長
岡
オ
ー
プ
ン

　

２　

小
国
地
域
で
N
P
Ｏ
法
人

M
T
N
サ
ポ
ー
ト
が
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
開
始

10
月

　

23　

中
越
大
震
災
か
ら
８
年

６
月

　

14　

被
災
し
た
長
谷
川
邸
が

再
開

10
月

　

11　

山
古
志
闘
牛
場
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
・
天
皇
皇
后
両

陛
下
の
歌
碑
を
除
幕

　

18　

川
口
町
と
合
同
防
災
訓

練
14

　

23　

中
越
大
震
災
か
ら
５
年

 

平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）

３
月

　

31　

長
岡
市
と
川
口
町
が
合
併

４
月

　

１　

新
消
防
庁
舎
で
業
務
開
始
15

　

29　

市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
開
設

10
月

　

23　

中
越
大
震
災
か
ら
６
年

 

平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）

３
月

　

11　

東
日
本
大
震
災
発
生

４
月

　

14　

秋
篠
宮
同
妃
両
殿
下
が
東　
　
　

日
本
大
震
災
の
被
災
地
か　
　
　

ら
の
避
難
者
を
お
見
舞
い

16

全国から相次ぐ視察者全国から相次ぐ視察者
←

■平成18年７月、災害
時に的確な判断をし、
行動できる防災リーダ
ーを育成する中越市民
防災安全大学が開校し
ました
■専門家から防災に関
する知識や技術を習得
し、これまで385人が卒
業。中越市民防災安全
士となって、地域の防
災リーダーとして活躍
しています
■現在畔上さんが会長を務める中越市民防災安全士会
は平成19年に設立。会員の知識と技術、ネットワーク
を活かして、町内会や自主防災会、行政などと協力し、
地域の防災力を高める活動に取り組んでいます。
■自主防災会は812地域で結成済み。結成率は91.97％
（平成26年９月現在）。震災後の防災意識の高まりか
ら、飛躍的に伸びました

■中越市民防災安全士会の活動拠点を開設
　平成26年６月28日、中越市民
防災安全士会の事務所を市民防
災センター内に新設。自主防災
活動などの取り組みの情報交換
や自主防災会の立ち上げなどの
相談を受ける「防災よろず相談
所」を始めました。

　ふるさと再生への強い想いで、川口でも多くのグループ
が立ち上がり、主体的に地域活動に取り組みました。一方
で、過疎・高齢化に伴い、地域活動などが続けられるのか
という不安も抱えていました。私たち自身が、安心して暮
らせるまちづくりをしなければと思い活動を始めたんです。
　まず、コミュニティバスの運行。住民の要望は何かを知
るために、利用者から直接声を聞いたり、全世帯にアンケ
ート調査を行ったりして運行内容を組みました。その甲斐
もあり、多くの方から生活の足として頼りにされています。
また、川口きずな館は、全国からの視察はもちろん、住民
が気軽に集える地域活性化の拠点を目指しています。地元

の“巧”を講師に、工芸・手芸や食の教室など、地域の人が主役になれる活動を
進めています。これからも、地域の力でまちづくりを進めていきます。

▲「黄色いバス」の運行を平成25年▲「黄色いバス」の運行を平成25年
４月から「くらしサポート」が開始４月から「くらしサポート」が開始

地域バス、きずな館の運営で
地域活性化に取り組む

震災は、防災と地域と
人の力を強めた

ＮＰＯ法人くらしサポート
越後川口代表・水落優さん

川口

安
全
で
安
心
の
ま
ち
は

顔
の
見
え
る
関
係
か
ら

　私が住む青葉台３丁目の自
主防災会は平成10年に活動を
始めました。防災専任委員を
置き、黄色の制服で目立つ工
夫をしたり、避難した目印と
して玄関に掲げる赤い旗を配
布したりしました。要援護者
を把握した住民台帳や家屋が倒壊した
ときの進入ルートなどを記した救助カ
ードも作りました。
　そして中越大震災が発生。当時私は
自主防災会の運営委員長をしていまし
た。私たちは防災センターの小学校に
避難しましたが、体育館の鍵がどこに
あるか分からないなど問題がたくさん
発生して、訓練通りにはならないこと
を痛感しました。震災は大きな転機と
なり住民の意識は大きく変わりました。
地域の中学生も ｢防災サポーター｣ に
なって、今では頼りがいのある働き手
になっています。
　防災だけしていても安全で安心して
暮らせるまちにはなりません。防災力
の向上には日頃の人と人の結び付き、
顔の見える関係が大切であり、非常時
に威力を発揮するのだと確信していま
す。

◀
畔
上
さ
ん
は
震
災
後
に

◀
畔
上
さ
ん
は
震
災
後
に

「
青
葉
台
山
古
志
応
援
団
」

「
青
葉
台
山
古
志
応
援
団
」

を
結
成
。「
畑
仕
事
が
し
た

を
結
成
。「
畑
仕
事
が
し
た

い
」
と
望
む
山
古
志
住
民
の

い
」
と
望
む
山
古
志
住
民
の

た
め
、
青
葉
台
の
仮
設
住
宅

た
め
、
青
葉
台
の
仮
設
住
宅

近
く
に
田
畑
を
用
意
し
、
交

近
く
に
田
畑
を
用
意
し
、
交

流
を
深
め
る
活
動
も
行
っ
て

流
を
深
め
る
活
動
も
行
っ
て

き
ま
し
た

き
ま
し
た

中越市民防災安全士会会長
畔上純一郎さん

青葉台３丁目ピックアップ・防災

▲中越市民防災安全大学で▲中越市民防災安全大学で
の講習の講習

100
（％）

80

60

40

20

0
H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

31.0

92.0

31.4
33.2

52.5

79.5
88.488.4 88.988.9 90.590.5 90.590.5 91.691.6

7.13水害、中越大震災、
豪雪、中越沖地震などに
より92.0％に上昇

7.13水害、中越大震災、
豪雪、中越沖地震などに
より92.0％に上昇

7.13水害、中越大震災、
豪雪、中越沖地震などに
より92.0％に上昇

地域の活動団体がアオーレ長岡で地域の活動団体がアオーレ長岡で
発表発表

東日本大震災の復興支援のため、地域東日本大震災の復興支援のため、地域
の米をアオーレ長岡で販売する上小国の米をアオーレ長岡で販売する上小国
小学校の児童小学校の児童

アオーレ長岡で初開催の「復興アオーレ長岡で初開催の「復興
のつどい」で復興への想いを述のつどい」で復興への想いを述
べる森市長べる森市長

最新システムを備えたアオーレ最新システムを備えたアオーレ
長岡の災害対策本部会議室長岡の災害対策本部会議室

東日本大震災の避難者を受け東日本大震災の避難者を受け
入れ（３/19、南部体育館）入れ（３/19、南部体育館）

「多世代交流館になニ～ナ」主「多世代交流館になニ～ナ」主
催のもちつき大会催のもちつき大会

←

忘れない、明日のために。
復興10年　たくましく前へ、長岡
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14 13
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平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）

２
月

　

18　

岩
手
県
大
槌
町
の
震
災
が
れ
き
本
焼
却
開
始
（
３
月

13
日
ま
で
）

　

20　

大
林
宣
彦
監
督
が
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ

デ
オ
で
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
応
援
す
る

長
岡
を
描
く
「
Ｓ
ｏ　

ｌ
ｏ
ｎ
ｇ
！
」
発
売

４
月

　

１　

川
口
地
域
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
越
後
川

口
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
開
始

７
月

　

29　

７
月
・
８
月
豪
雨
災
害
発
生

８
月

　

３　

大
槌
町
の
児
童
を
長
岡・栃
尾
に
招
待（
５
日
ま
で
）17

10
月

　

11　

脇
野
町
小
学
校
児
童
が
岩
手
県
陸
前
高
田
市
で
復
興

祈
願
花
火
の
打
ち
上
げ
。
仮
設
住
宅
で
被
災
者
と

「
Jジ
ュ

ピ

タ

ー

u
p
i
t
e
r
」
を
披
露

（
３
日
）
22

　

４　

と
ち
お
同
住
会
と
交
流
の
あ
る

宮
城
県
南
三
陸
町
の
神
割
崎

仮
設
住
宅
の
入
居
者
と
、
北

荷
頃
仮
設
住
宅
跡
地
に
交
換

植
樹

　

31　

山
古
志
地
域
で「
防
災
運
動
会
」

が
開
催

10
月

　

23　

中
越
大
震
災
か
ら
10
年

長
岡
の
笑
顔
を

全
国
へ

市
民
力
で

た
く
ま
し
く
前
へ

復興への道  10年

の
交
流
も
18

　

23　

中
越
大
震
災
か
ら
９
年
。
や
ま
こ
し
復
興
交
流
館
お

ら
た
る
が
オ
ー
プ
ン
し
、
中
越
メ
モ
リ
ア
ル
回
廊

が
完
成 

15
ペ
ー
ジ

11
月

　

24　

長
岡
東
西
道
路
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
大
橋
開
通
19

12
月　

　

24　

復
興
推
進
地
域
づ
く
り
委

員
会
を
設
置

 

平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）

４
月

　

１　

山
古
志
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
が
会
員
制
か
ら

利
用
者
登
録
制
に

６
月

　

１　
「
全
国
植
樹
祭
」
で
長
岡

か
ら
復
興
を
発
信
。

天
皇
皇
后
両
陛
下

が
お
手
播
き
、
お

手
植
え
20

　

８　
「
全
国
闘
牛
サ
ミ
ッ

ト
in
長
岡
」
開
催

　

28　

中
越
市
民
防
災
安

全
士
会
が
事
務
所

を
設
置 
11
ペ
ー
ジ

７
月

　

13　

７
・
13
水
害
か
ら

10
年

８
月

　

２
・
３　

10
年
目
の

「
復
興
祈
願
花
火

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」

打
ち
上
げ
21
。

平
原
綾
香
さ
ん

が
花
火
会
場
で←

←

17

1820

22

21 19

古志の火まつりに、大古志の火まつりに、大
槌町の成人も加わりさ槌町の成人も加わりさ
いの神に点火（３/８）いの神に点火（３/８）

越後長岡応援団の小林幸子さんが震災越後長岡応援団の小林幸子さんが震災
後、毎年山古志で米作り後、毎年山古志で米作り

　平成21年、首都圏の大学生から「復興の調査や農業体
験などをしたいので２週間ほど協力してほしい」と話が
ありました。私たちは何をすればいいかわからないし、
付き合い方もわからない、面倒だというのが正直な気持
ちでした。４人の学生が来て、農作業を手伝ったり、被
災経験を質問したりしていきました。私はこの年限りだ
と思っていたんですが、田舎の生活を体験した彼らには
何か感じるものがあったようです。翌年には別の学生が
来て、結局今年で６年目になりました。学生が後輩に農
村の良さを伝えて年々人数も増え、延べ約100人になりま
す。最初の学生は今でも来てくれます。今では受け入れ
体制を整え集落で歓迎しています。知人の空き家を借り

て学生が自炊できるようにしたり、野菜や漬け物を届けたりしてね。若い世代が少ない集落だから、元気な若
者が来るとにぎやかでいい刺激になります。これからも楽しみながら交流を続けたいですね。

　田舎暮らしに憧れ、平成７年に埼玉県川口市から引っ越
してきました。当時たまたま竹田集落を訪れ、景色も素晴
らしくて温泉も近くにあって、一目で気に入ったんです。
今は観光施設に勤める傍ら、絵を描いて生活しています。
　震災のときには近所とかなり仲良くなっていました。元
の生活を取り戻す過程でさらに集落内のつながりが強まっ
たように思います。壊れた遊歩道を集落で修復したり案内
看板を作ったりしたんですが、私は看板の下絵を描きまし
た。みんなで心を一つにしながらも「できる人ができる範
囲で。頑張ろうと言わないにしよう」と言い交わし、ゆっ
くり取り組んだのが良かったですね。
　集落では近所のばあちゃんから野菜などをもらえるし、

回覧板を持って行って半日も茶飲み話ができる。たまに早く帰宅すると「昨日は早かったね」と言われる。こ
の距離感が僕にはちょうどいいんです。雪が多いのも人が少ないのも、全て気の持ちようですね。

▲学生からは農村体験で感じた地域の▲学生からは農村体験で感じた地域の
魅力や地域づくりへの提案の発表も魅力や地域づくりへの提案の発表も

▲川口きずな館でも、地域の元気を▲川口きずな館でも、地域の元気を
発信する絵を描く砂川さん発信する絵を描く砂川さん

農村暮らしを体験しに
首都圏の大学生が来た

移住して17年
頑張らず、ゆっくりと

一之貝集落協定・代表
茨木徹夫さん

栃尾・一之貝
Ｉターンで集落に移住

砂川祐次郎さん

川口・竹田

伝
え
た
い
感
謝
の
気
持
ち

見
て
ほ
し
い
今
の
山
古
志

　震災当時、私は山古志小学
校の６年生でした。突然の地
震や避難所での生活は経験の
ないことばかり。怖いという
より、不安な気持ちでいっぱ
いでした。
　その中で全国から届いたた
くさんの温かい支援はとても

心強く、今でも深く感謝しています。
この頃から困った人を助けられる人に
なりたいと思うようになりました。
　大学卒業後は、震災の経験を伝える
ことができる「やまこし復興交流館お
らたる」で働くことを決めました。こ
こでは案内や説明を通じて、訪れる人
に感謝の気持ちを直接伝えられます。
　そして私がもっと伝えたいことは、
山古志に帰って来てみんなが元気で頑
張っている今の姿です。このことを全
国のみなさんへ発信することも私の大
事な役割だと思っています。

やまこし復興交流館おらたる
川上沙織さん

山古志

▲「おらたる」で、震災の▲「おらたる」で、震災の
経験と山の暮らしを来館者経験と山の暮らしを来館者
に伝える川上さん（中央）に伝える川上さん（中央）

忘れない、明日のために。
復興10年　たくましく前へ、長岡
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　震災の経験と教訓を未来と世界に伝えるため、４つの拠
点と３つの公園の７施設を中越メモリアル回廊として整
備しました。各施設を巡ることで、震災の被害状況や復
興への足跡など多くの情報を知ることができます。

そ
の
さ
き
の
未
来
へ

そ
の
さ
き
の
未
来
へ

震
災
を
き
っ
か
け
に
、

気
付
か
さ
れ
た
地
域
の
良
さ

　

こ
の
10
年
で
中
山
間
地
域
の
良
さ
を
改
め
て
気

付
い
た
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
震
災
で

全
国
か
ら
支
援
に
来
た
人
が
気
付
か
せ
て
く
れ
た

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。
普
段
食
べ
て
い
る
料
理

だ
っ
た
り
人
の
朗
ら
か
さ
だ
っ
た
り
。
都
会
の
人

が
こ
の
地
域
の
あ
り
の
ま
ま
の
暮
ら
し
を
見
て
、

そ
の
魅
力
の
大
き
さ
に
驚
い
た
こ
と
で
逆
に
私
た

ち
が
気
付
か
さ
れ
た
ん
で
す
。

　

今
度
は
そ
の
良
さ
を
さ
ら
に
磨
い
て
、
支
え
て

く
れ
た
人
に
「
や
っ
ぱ
り
長
岡
は
い
い
と
こ
ろ
だ

な
」
っ
て
思
い
続
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
な
き

ゃ
で
す
ね
。

復
興
10
年
で
得
た
も
の

　

長
岡
に
は
、
復
興
10
年
で
得
た
い
ろ
ん
な
蓄
積

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
地
域
復
興
支
援
員
が
被

災
地
域
に
寄
り
添
い
な
が
ら
そ
の
良
さ
を
引
き
出

し
、
活
動
へ
と
つ
な
げ
る
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
し
て

き
ま
し
た
。
地
震
を
き
っ
か
け
に
、
そ
れ
ら
の
地

域
住
民
は
驚
く
ほ
ど
活
発
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
震
災
で
被
害
の
大
き
か
っ
た
地
域
だ
け

で
な
く
、
他
の
地
域
に
も
そ
う
し
た
仕
組
み
を
展

開
し
て
い
き
、
町
、
海
、
山
の
暮
ら
し
を
よ
り
良

く
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
市
外
の

人
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
交
流
だ
け
で
も
お
互
い

に
刺
激
し
合
い
地
域
の
良
さ
を
引
き
立
た
せ
る
こ

と
は
で
き
ま
す
。
も
っ
と
市
民
が
い
ろ
い
ろ
な
活

動
で
市
内
各
地
域
を
行
き
来
す
る
機
会
が
増
え
る

と
い
い
で
す
ね
。

自
分
た
ち
で
活
動
す
る
喜
び

　

私
た
ち
は
復
興
の
経
過
の
中
で
、
市
外
の
人
と

連
携
し
な
が
ら
、
長
岡
を
良
く
し
て
い
く
方
法
を

自
分
た
ち
で
考
え
て
、
自
分
た
ち
で
や
っ
て
み
る

こ
と
の
面
白
さ
に
気
付
き
ま
し
た
。
応
援
団
も
獲

得
し
た
し
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。
成
功
体
験
を
踏
ま
え
て
次
の

展
開
を
考
え
る
積
極
性
や
、
新
し
い
も
の
を
受
け

入
れ
る
柔
軟
さ
も
地
域
は
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
市
民
の

自
由
な
発
想
で
や
っ
て
み
た
ら
面
白
か
っ
た
と
い

う
こ
と
が
、
こ
の
10
年
多
か
っ
た
ん
で
す
。

　

復
興
10
年
を
一
区
切
り
と
し
て
立
ち
止
ま
ら
ず
、

も
う
一
度
ふ
ん
ど
し
を
締
め
直
し
、
自
分
た
ち
が
こ

の
地
域
を
輝
か
せ
て

い
る
一
人
な
ん
だ
と

思
っ
て
主
体
的
か
つ

自
立
的
に
活
動
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
み
ん
な
で
い
ろ

い
ろ
と
話
し
合
い
、

切せ
っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
な
が
ら
、

地
方
都
市
の
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
走

り
続
け
ま
し
ょ
う
。

澤田雅浩澤田雅浩さんさん

復興推進地域づくり委員会復興推進地域づくり委員会
委員長委員長
長岡造形大学准教授長岡造形大学准教授
中越防災安全推進機構理事中越防災安全推進機構理事
山の暮らし再生機構理事山の暮らし再生機構理事

「
復
興
の
主
体
は
住
民
で
す
」

―
―
―
地
域
に
寄
り
添
う
支
援
員
た
ち

む
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
、
若
い
人
た
ち
が
将
来
の

こ
と
を
考
え
て
い
て
、
除
雪
と
か

農
の
担
い
手
を
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
手
を
付
け
始
め
ま
し
た
。

井
上　

こ
の
10
年
で
住
民
同
士
の

信
頼
関
係
が
育
っ
て
き
て
、
地
域

の
自
信
に
つ
な
が
っ
て
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

山
口　

地
域
復
興
支
援
員
は
半
歩

下
が
っ
た
位
置
か
ら
一
歩
先
を
見

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
は
主
体
が
住
民
と
い
う
こ
と
を

絶
え
ず
明
確
に
す
る
こ
と
で
す
。

復
興
の
過
程
で
は
、
住
民
が
地
域

復
興
支
援
員
と
一
緒
に
考
え
、
合

意
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
を
大
事
に
し

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
は
今
後
も
、
ま
た
復

興
に
取
り
組
ん
で
い
る
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
で
も
役
立
つ
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

山
口　

地
域
復
興
支
援
員
の
役
割

り
を
ど
う
捉
え
て
い
ま
す
か
。

春
日　

外
部
の
人
を
紹
介
し
た
り
、

や
り
方
を
一
緒
に
工
夫
し
た
り
、

集
落
や
グ
ル
ー
プ
が
何
か
問
題
に

直
面
し
て
い
る
場
合
、
同
じ
悩
み

を
持
つ
集
落
な
ど
と
つ
な
げ
て
一

緒
に
考
え
る
場
を
つ
く
っ
た
り
す

る
、
相
談
役
だ
と
思
い
ま
す
。

西
澤　

集
落
に
寄
り
添
い
、
地
域

の
人
た
ち
が
や
り
た
い
こ
と
を
実

現
さ
せ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
僕
た
ち
に
は
地
域
と

の
し
が
ら
み
が
な
く
、
提
案
な
ど

も
し
や
す
い
立
場
に
い
る
と
思
い

ま
す
。

阿
部　

最
初
は
話
を
聞
い
た
り
手

伝
う
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、

徐
々
に
こ
う
し
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
提
案
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
目
標
実
現
を
手
伝
う

の
も
大
事
な
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

井
上　

頑
張
っ
て
い
る
個
人
や
集

落
や
団
体
の
力
を
、
一
つ
の
方
向

に
進
む
よ
う
に
手
伝
う
の
も
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

山
口　

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て

の
印
象
は
。

阿
部　

住
民
の
み
な
さ
ん
が
、
自

分
た
ち
で
や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち

が
強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

西
澤　

活
動
を
継
続
す
る
た
め
に

も
、
お
金
の
面
を
考
え
て
取
り
組

（写真中央）山の暮らし再生機構理事長・
山口壽道さん、（右から）地域復興支援
員・井上洋さん、春日惇也さん、阿部将之
さん、西澤卓也さん

山の暮らし再生機構…中山間地域の
復興を目指し、地域住民の主体的な
活動を支援する公益財団法人
地域復興支援員…被災地域で住民に
寄り添い、地域の魅力を引き出し活
動を後押しする外部人材

震災の記憶と記録に触れる
中越メモリアル回廊

復興支援エピソードと長岡の未来へ
越後長岡応援団からのメッセージ

川口きずな館

やまこし復興交流館
おらたる

震央メモリアルパーク

こごも

長岡震災アーカイブセンター
きおくみらい

4
3

5

2

1

おぢや震災
ミュージアム
そなえ館

6

1

4 5

2

3

6

問問中越防災安全推進中越防災安全推進
機構機構ＴＴ39・552539・5525

①まず、 （ココアル）アプリ（無料）を端末にインストール＊iPhone/iPadは
AppStoreから、AndroidはGoogle Playからダウンロード②アプリを起動し スキャン
マークをタップ③ のある写真全体をスキャン　※対応しない機種もあります

動画もどうぞ
（12月末まで）

各写真をスキャンするとメッセージ動画が見られます

長岡に誇りを
持って、10年
後、20年後に
向けて一緒に
頑張っていき
ましょう。…

加山雄三さん加山雄三さん

音楽を通して
たくさんの人
と出会い、つ
ながってこら
れたのは長岡
での経験のお
かげです。…沢田知可子さん沢田知可子さん

たくましく復
興を進めるみ
なさんと交流
するたびに元
気をもらって
います。…

小林幸子さん小林幸子さん

気持ちのこも
った花火がず
っとずっと打
ち上がること
をお祈りして
います。…

平原綾香さん平原綾香さん

このほかのメッセージも市ホームページに掲載
しています。ぜひご覧ください。

問政策企画課Ｔ39・2204検　索越後長岡応援団

忘れない、明日のために。
復興10年　たくましく前へ、長岡

←

←

←

←



｢フェニックス
プロジェクト｣
は ｢市政だより
10 月号｣ ４・
11・25 ページ
もご覧ください

10 月　復興イベント

■新潟県中越大震災10周年合同追悼式
時午後１時～２時30分　場アオーレ長
岡　内黙とう、献花、子どもたちの合
唱など　問地域振興戦略部☎39・2515

■中越大震災10周年復興の集い
時午後４時～７時15分　場アオーレ長
岡　内復興の灯り、炊き出し、防災展
示など　問地域振興戦略部☎39・2515

■フェニックスコンサート
平原綾香さんの歌とトークを通して、
復興への感謝と10年間の想いを共有し
ます（※入場整理券の申し込みは終了）。
時午後７時15分～８時（開場午後６時）　
場アオーレ長岡　問フェニックスコン
サート実行委員会事務局（市民協働推
進室内）☎39・2288

■つなごう山古志の心！　 山古志 
　～あの日の想いをつなぐ～
時午前９時～午後８時　場山古志体育
館など　内小林幸子さんコンサート（７
時15分から）、ありがとう広場（特産
品販売、錦鯉展示など）、復興の灯り、
バルーンリリースなど　問山古志支所
地域振興課☎59・2328

■～あの日を忘れない～　　 川口 
　追悼・感謝・防災の集い
時午後４時～８時　場川口公民館　内
沢田知可子さんコンサート（７時15分
から）、灯りイベント、炊き出し訓練
など（※整理券が必要）　問川口支所
地域振興課☎89・3111

■ソングオブジアース2014   川口 
時午後３時～８時　場川口運動公園　
内式典、メッセージキャンドル、バル
ーンリリースなど　問ＮＰＯ法人にい
がたからみんなえがおに☎89・3627

■中越地震10周年 復興祈念フォーラム
　「復興10年 地域の未来をひらく」
時18日㈯午後１時～４時　場アオーレ
長岡　内鳥越俊太郎さんの講演、パネ
ルトークなど　申８日㈬までに地域振興
戦略部☎39・2515へ

■震災10周年牛の角突き大会
 　　　　　　　　　　　  山古志 
時19日㈰正午～午後４時　場山古志闘
牛場　問山古志支所産業建設課☎59・
2343

■とちお同住会･半蔵金区･IVUSA
　震災10周年復興記念式典   栃尾 
時25日㈯午後５時～８時　場旧半蔵金
小学校　問社会福祉協議会栃尾支所☎
52・5895

■震災復興おかげ様感謝デー
　「よってげ亭ふれあい市」  川口 
時19日㈰午前10時～午後２時　場本町
通商店街　※17日㈮～27日㈪は支援へ
の感謝と東日本大震災の被災地を応援
する気持ちを込めた黄色い旗を本町通
に掲げます　問川口支所地域振興課☎
89・3111

■企画展｢災害と復興をかたりつぐ｣
10月21日㈫開設の｢長岡市災害復興文庫｣
を中心に｢被災した歴史的資料の救済｣と
｢震災関連資料の収集｣の取り組みを紹
介します。
※ 「長岡市災害復興文庫」は、所蔵す
る避難所の記録や被災歴史資料など
を再編成した全国初の試みです

時21日㈫～30日㈭午前10時～午後６時
（27日㈪は休館）　場中央図書館　
★ ワンポイント展示解説もあります
時22日㈬･23日㈭･25日㈯･26日㈰･28
日㈫午前11時から（30分程度）

問文書資料室☎36・7832

■越後みしま 竹あかり街道  三島 
　～ともそうよ こころひとつに 竹あかり～
竹灯籠２万５千個とＬＥＤ照明50基が
１㎞の沿道を照らします。コンサート
や屋台村もあります。
時25日㈯午後４時～９時　場脇野町本
町通り　※三島支所の駐車場をご利用
ください。会場までシャトルバスを運
行します　問三島ライトアップ実行委
員会事務局（三島支所産業建設課内）☎
42・2249
★てんこもり号臨時便をご利用ください
行きアオーレ長岡発15:30、17:30
帰り脇野町バス停発19:00、20:00、21:00

23日㈭

★山古志･川口･アオーレ
　を３元中継
３会場の追悼･復興イベン
トを映像で結びます。

★11地域で慰霊の花火「白菊」を打ち上げ
発災時刻の午後５時56分前後に、白菊を長岡地域
（大手大橋下流）、全支所地域（場所などは ｢支所
からのお知らせ｣ をご覧ください）で打ち上げます。

23日以外

み
ん
な
で
迎
え
る 
10･

23

■発行：長岡市
〒940-8501新潟県長岡市大手通1－4－10　☎0258・35・1122㈹
編集：広報課　☎0258・39・2202/FAX0258・39・2272

★平原綾香さん・小林幸子さん・沢田知可子さんからのメッセージ
　15ページをご覧ください
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